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いちねんせいのいちにち 

おかしゅうぞう／さく 
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ちゅうちゅうは、まっくろ

できれいな、かわいいちいさ

なきかんしゃです。きゃくし

ゃや、かしゃにひとやにもつ

をたくんさんのせ、えきから

えきへはしっています。しか

しあるひ、ちゅうちゅうは、

きかんしゃひとつではしっ

てみたくなりました。  
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まあちゃんのかみはまだ

おかっぱぐらいのながさで

すが、ずっとずうーっとかみ

をのばすつもりです。かみが

のびたらおさげにして、それ

をつかってつりをしたり、せ

んたくものをいっぺんにほ

したり…。まあちゃんのゆめ

が、どんどんひろがっていき

ます。 

まあちゃんの 

ながいかみ 

たかどのほうこ／さく 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

 

 

 

いたずらきかんしゃ 

 ちゅうちゅう 
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 一年
ねん

生
せい

のクラスの授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

、コツコツとドアをたた

く小
ちい

さな音
おと

がします。ドアを

あけると、そこには小
ちい

さな小
ちい

さな男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

が立
た

っていました。そして、「わ

たしたち、この学
がっ

校
こう

にいれて

もらえますか？」といったの

です。 

 がっこうってなにをする

ところかな。いちねんせいの

しゅんくんは、かずやもじの

べんきょうをしたり、きゅう

しょくをたべたり、ひるやす

みにともだちとあそんだり

しているよ。みんなでしゅん

くんのいちにちをみてみよ

う。 
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ブレーメンのおんがくたい 

 

グリム／[原
げん

作
さく

] 
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せたていじ／やく 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

 

なつにさくはな、あさが

お。たねをつちにうえて、

そだててみましょう。はな

がさいて、そしてしぼみ、

またたねができます。さい

ごまでかんさつしてみまし

ょう。 

ロバといぬとねことおん

どりが、おんがくたいには

いろうとブレーメンのまち

にでかけました。とちゅう

でやすむところをさがして

いると、ぽつんとあかりが

みえました。そこはどろぼ

うのいえで・・・。 

げんごろうさんがもって

いるふしぎなたいこ。かた

ほうをたたくと、はながた

かくなります。もうかたほ

うをたたくと、はながひく

くなります。あるひ、はな

がどこまでのびるのかため

したくなったげんごろうさ

んは、たいこをどんどこた

たきつづけてみました。 

あさがお 
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真
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え
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「ち」をみたことはあ

る？ちのいろはあかかっ

た？さわってみたかんじ

は？「ち」はわたしたちの

からだにかかせないもので

す。「ち」のふしぎをこのえ

ほんでまなんでみましょ

う。 
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せ
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ある冬
ふゆ

の夜
よる

におかみさん

と黒
くろ

ネコのトムが、はかほ

りのかえりをまっていまし

た。すると、はかほりがか

えってきて「トム・ティル

ドラムってだれだ？」とき

くではありませんか。おか

みさんはおどろいてどうし

たのかきくと、はかほりは

たいへんなことがあったと

話しはじめました。 

「ねこの大
だい

王
おう

」 

火
か

曜
よう

日
び

のごちそうは 

ヒキガエル 
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ある冬
ふゆ

の寒
さむ

い日
ひ

に、ひき

がえるのウォートンは、お

ばさんにとどけものをする

ことにしました。しかし、

そのとちゅうで、たちのわ

るいミミズクにつかまって

しまいます。ミミズクは、

つぎの火
か

曜
よう

日
び

、とくべつな

ごちそうとして、ウォート

ンを食
た

べるというのです。 
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ねずみのヤカちゃん 
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おかあさんねずみと四
よん

ひ

きの子
こ

ねずみは、にんげんの

家
いえ

で、見
み

つからないようにひ

っそりとくらしていました。

しかしそのうちの一
いっ

ぴき、ヤ

カちゃんは、とてつもなく声
こえ

が大
おお

きな子
こ

ねずみでした。あ

るひ、ヤカちゃんの大
おお

きな声
こえ

で、家
いえ

にねずみがいることに

気
き

づかれてしまいます。 

 

こうさぎのあいうえお 

森
もり

山
やま

京
みやこ
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こうさぎはおかあさんに

「うさぎ」というじをおしえ

てもらいました。そこで「て

んてん」があるのが「ぎ」、

ないのが「き」ということを

しったこうさぎは、なまえに

「き」があるきつねくんにお

しえてあげようとあいにい

きました。 
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がっこうってどんなとこ

ろなんだろう？じゅぎょう

は？きゅうしょくは？とも

だちとなにしてあそぼう？

このほんはがっこうでのい

ろいろなできごとと、その

ときのきもちがのっていま

す。ぜひこえにだしてよん

でみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しゃべる詩
し

あそぶ詩
し

 

きこえる詩
し

 

はせみつこ／編
へん

 

飯
いい

野
の

和
かず

好
よし

／絵
え

  

富
ふ

山
ざん

房
ぼう

 

詩
し

ってなんだかむずかし

い？だいじょうぶ。ぜんぶ

「あ」からはじまる詩
し

や、「こ

んにゃく」の詩
し

など、おもし

ろくてたのしい詩
し

が、たくさ

んのっています。きっとおき

にいりの詩
し

がみつかります

よ。 

 なぞなぞあそびうた 

角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

／さく 

スズキコージ／え 

のら書
しょ

店
てん

 

 

みんなはなぞなぞがす

き？このほんにでてくるな

ぞなぞは、わたしたちのみの

まわりにあるものをこたえ

にしているよ。なかにはなぞ

なぞがたくさんのっている

ので、いくつこたえられるか

チャレンジしてみよう！ 

ころころラッコ 

  こラッコだっこ 

石
いし

津
づ

ちひろ／回
かい

文
ぶん

 

藤
ふじ

枝
えだ

リュウジ／絵
え

 

BL出
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「ひらひらはっぱ ひろ

ったらっぱ」「さんぽのとん

ぼが たんぼにぼとん」な

ど、たくさんのはやくちこ

とばがのっています。どれ

だけはやくしゃべれるか

な。 

※利
り

用
よう

者
しゃ

端
たん

末
まつ

機
き

や図
と

書
しょ

館
かん

のホームペ

ージで検
けん

索
さく

するときは「いしずちひ

ろ」と入
にゅう

力
りょく

してください。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入学おめでとうございます。 

いよいよ学校生活が始まります。子供たちは、新生活への期待と不安に胸がいっぱいのことでしょう。 

子供にとっての読書は、様々な発見や感動、知る喜びをもたらすだけでなく、本の主人公と共に体験し、 

自分の世界を広げていきます。そして、その体験を通して、想像力や洞察力、観察力などの感性を培い、 

やがて生きていくうえで子供たちを支える大きな力となるのです。 

けれども、字が読めるようになったからといってすぐさま読書ができるわけではありません。 

たどたどしく読むよりも、読んでもらったほうが、お話の世界を何倍も楽しむことができます。 

ですからまずは、読み聞かせを通して一緒に本を楽しんで、子供たちと心を通わせてください。 

戸田市立図書館では、子供たちが良質な本との出会いを通し、心豊かな生活を送れることを願っております。 

 

「センス・オブ・ワンダー」 

レイチェル・カーソン／[著] 

上遠恵子／訳  新潮社 
豊かな感性に満ちあふれた子供たちの世界

を知ろう。 

 

保護者のみなさまへ 

 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4105197029/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読む力は 

  生きる力」 

脇明子／著 

岩波書店 

「本・子ども・絵本」 

中川李枝子／著 山脇百合子／絵 

新版  大和書房 

「えほんのせかい こどものせかい」 

松岡享子／著 

文藝春秋 

 どんな本をえらんだらいいの？ 

 
「幼い子の文学」 

瀬田貞二／著 

中央公論新社 

 

 
子供たちを本の世界に誘

いざな

おう 

 
「絵本の庭へ」 

東京子ども図書館／編 

東京子ども図書館  

 

 
子供にとって絵本とは？ 


